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❶	彼はピアノが弾けます。	 　　		　　		　　 the piano.

❷	彼はとてもうまく泳げます。	 　　		　　		　　 very well.

❸	彼女が明日、来るかもしれません。	
	 	 　　		　　		　　 tomorrow.

❹	あなたは明日、彼女と一緒にお話ししたほうがいいですよ。	
	 	 　　		　　		　　 with her tomorrow.

❺	彼らはあなたのことを知っているかもしれません。	
	 	 　　		　　		　　 you.

❻	あなたは明日、早めに来なければなりません。	
	 	 　　		　　		　　 early tomorrow.

❼	私たちは彼を招待することができます。　　		　　		　　 him.

❽	彼女は寿司が好きかもしれません。	 　　		　　		　　 sushi.

❾	あなたは私たちに参加するべきですよ。	　　		　　		　　 us.

�	あなたは早起きをするべきです。	 　　		　　		　　		　　 early.

�	彼はどこでも寝れます。	 　　		　　		　　 anywhere.

�	今、彼と話せますよ。	 　　		　　		　　 to him now.

�	部屋をきれいに掃除したほうがいいよ。	
	 	 　　		　　		　　 your room.

can / may / should/ must / need
助動詞の種類と使い方
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❶ He can play the piano.

❷ He can swim very well.

❸ She may come tomorrow.

❹ You should talk with her tomorrow.

❺ They may know you.

❻  You must come early tomorrow.  
＊ You	have	to	come	early	tomorrow. でも可

❼ We can invite him.

❽ She may like sushi.

❾ You should join us.

� You should get up early.

� He can sleep anywhere.

� You can talk to him now.

� You should clean your room.

＊ must は have	（has）	to	で言うこともできます。

＊楽器には the がつきます。Disk
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解 授説 業

ひと言アドバイス

had	better	+ 動詞の原形を「～したほうがよい」と習った方も多いと思いま
すが、実はこれは少々脅迫めいていて、年上の人が年下の人へ、あるいは親が
子どもへ、先生が生徒へ、といったときに使います。友人や職場の同僚に使う
と、「今すぐ～しないと大変なことになりますよ！」という切迫感を与えます。
また、may を「～してもよい」という意味で習った人が多いかもしれませんが、
これは少し横柄に聞こえます。ｍayは「したいならしてもよい、ダメではない」
という感じが出るので、友人同士や会社の同僚に使うのはおすすめしません。
×		You	may	come	to	my	party.	（君がパーティに来たいなら来ても構わない

よ。許可するよ。）
〇	You	can	come	to	my	party.	（パーティに来ていいよ。）

「～できる」 「～したほうがいい」 「～かもしれない」 
は助動詞の出番

助動詞にも種類がいろいろあります。

＊		動詞の原形とは、動詞の末尾にｓや -ed や、	～ ing がついていない形のこと
です。be動詞（am,	is,	are）の原形はすべてbeになります。

今回は会話でも特によく使う助動詞を 3つ紹介します。

❶	can は「～できる」という意味です。

「～してもいいですよ」という意味で使うこともできます。

暗記ルール

動詞の直前に助動詞を置き、動詞は原形

walk 「歩く」

⬇
can walk 「歩くことができる」

can 「～できる」

may 「～かもしれない」

should 「～したほうがいい」

must 「～しないといけない」

need 「～する必要がある」

＊		ただし needは普通、疑問文・否定文で使います。

You can come to us anytime.
あなたは私たちのところへいつでも来ていいですよ。

❷	should は相手にアドバイスしたいときに使います。

「～したほうがよい」という感じです。中学の英語の授業で should

は「～するべき」と習った人も多いと思いますが、言い方によっては

そんなに厳しい表現にはなりません。もちろん強めに言えば「～すべ

きだ」という上から目線の意味にもなります。

You should talk to him tomorrow.
明日彼に話をしたほうがいいですよ。

❸	may は「～かもしれない」「～してもよい」という意味です。

He may come tomorrow.
彼は明日来るかもしれません。

You may go now.
もう行ってよろしい。


